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：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　

蒙
事
に
し
て
ま
す
か

　
　
　
器
・
な
・
た
・
の
・
歯

嚢

す
4
～
1
0
歯
の
衛
生
週
間

●

　
家
族
そ
ろ
っ
て

　
　
　
歯
の
健
康

　
六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
歯
の
衛
生
週
間
」
で
す
。

　
健
康
で
あ
る
こ
と
は
何
も
の

に
も
替
え
難
い
幸
福
で
あ
り
、

生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る

こ
と
は
楽
し
い
生
き
が
い
の
保

障
で
も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度

家
族
そ
ろ
っ
て
「
歯
の
健
康
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

　
歯
に
も
生
く
叩
が

　
　
　
宿
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
そ
ヤ
つ

　
大
切
な
歯
を
む
し
歯
や
歯
槽

の
ヤ
つ
ろ
ヤ
つ

膿
漏
な
ど
の
病
気
で
、
み
す
み

す
失
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
痛

く
な
っ
た
り
、
は
れ
て
か
ら
で

は
手
遅
れ
で
す
。

　
歯
の
一
本
一
本
に
も
生
命
が

宿
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

歯
み
が
き
な
ど
歯
の
健
康
づ
く

り
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　

歯
の
な
い
生
活
は

　
　
　
味
気
な
い

　
三
十
二
本
の
歯
を
無
傷
で
保

ち
続
け
る
人
は
、
き
わ
め
て
ま

れ
で
す
。
子
ど
も
の
時
か
ら
お

年
寄
り
に
な
る
ま
で
、
自
分
の

歯
で
毎
日
「
食
べ
る
」
こ
と
の

楽
し
さ
が
生
き
が
い
と
な
り
ま

す
。
寿
命
と
一
緒
に
、
歯
の
生

命
も
延
ば
し
て
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
に
心
が
け

ま
し
よ
・
つ
。

　
こ
ん
な
に
多
い

　
子
ど
も
の
む
し
歯

　
市
で
は
、
毎
月
一
歳
六
ヵ
月

児
と
三
歳
児
を
対
象
に
歯
科
健
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し歯状況

（り患率）

1歳6ヵ月児
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3．5
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3歳児むし歯10本以上

職6ヵ月児むし歯3本以

　　　　口

57 58 59 60

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
グ
ラ
フ
は
、
そ
の
子

ど
も
た
ち
の
む
し
歯
の
状
況
で

す
。
三
歳
児
の
七
割
強
が
む
し

歯
に
か
か
っ
て
砂
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
上
上

　
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
甘
い

食
物
を
で
き
る
だ
け
与
え
な
い
。

ま
た
、
食
べ
た
後
は
歯
み
が
き

や
う
が
い
を
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
歯
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
日
常

生
活
の
中
で
家
族
み
ん
な
で
考

え
、
実
践
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
旭
ケ
丘
）

　
　
　
　
　
我
が
家
の
子
ど
も

　
　
　
　
た
ち
は
、
む
し
歯
が

　
　
　
　
べ
　
も
あ
り
ま
せ
ん
の

磯
蝶
蝶
疑

　
　
　
　
　
長
女
（
高
校
二
年

　
　
　
・
生
）
　
　
お
母
さ
ん

螺
鰭
鞭
鴛

　
長
男
（
中
学
三
年
生
）

カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
っ
た

か
ら
。
煮
干
し
を
よ
く
食
べ
た
。

　
次
男
（
中
学
二
年
生
）

歯
み
が
き
を
し
っ
か
り
や
っ
た
。

　
夫
ー
甘
い
も
の
を
制
限
し

た
。
食
べ
た
後
の
う
が
い
。

　
私
ー
市
役
所
の
保
健
婦
さ

ん
、
保
育
園
の
先
生
、
小
学
校

の
先
生
方
に
よ
る
衛
生
教
育
を

受
け
た
こ
と
。
近
所
の
人
に
協

力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
。

潤
判
螺

健康な堀さん一家
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L

らしを守るお母さん道は

水道週間6月1日～7日
とおかまちの水道　（61。4月）

並
　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
ジ
ャ
ー
。

い
つ
で
も
、
ほ
し
い
だ
け
の
水

を
使
え
る
便
利
な
水
道
ー
市

で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
の
家
庭
に
豊
か
で
、
き
れ
い

な
、
お
い
し
い
水
を
送
り
つ
づ

け
る
た
め
に
施
設
の
拡
張
や
改

良
工
事
、
あ
る
い
は
日
常
の
運

転
・
管
理
な
ど
の
水
道
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
、
簡
易
水
道
、
小
規

模
水
道
が
あ
り
ま
す
が
、
昭
和

六
十
年
度
末
で
四
万
五
千
百
九

十
七
人
（
普
及
率
九
四
・
四
％
）

に
給
水
し
て
い
ま
す
。

上
水
道
ー
ー
6

　
初
め
て
給
水
し
た
の
は
昭
和

三
十
二
年
十
二
月
、
泉
町
の
六

十
二
世
帯
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
率
は
屯
％
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

種　類 給水区域 箇所数 給水人口

上　水　遠
十日購・中条・
川治の平場地匿 1 　人29，083

簡易水道 水沢姫央簡水ほか 20 16，075

小規模水遵 津　地　地　区 1 39

計 22 纏5，197

o上水道：欝函給氷戴羅5，0醗羨以鼓の氷遊
O簡易水道蒙　　ノ罪　　玉醗菰一5，⑧OQ太の氷道

o小規模水道；　　獄　　欝o燕以下⑱氷道

　
以
後
、
人
口
増
加
等
に
伴
う

水
の
需
要
量
の
伸
び
に
対
処
す

べ
く
計
画
的
に
工
事
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
七
十
年
度

を
目
標
に
、
安
定
給
水
を
図
る

た
め
の
新
し
い
水
源
開
発
と
配

水
管
網
整
備
の
”
第
三
期
拡
張

事
業
”
を
進
め
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
1
6

　
水
沢
村
当
時
の
三
十
六
年
に

野
中
お
よ
び
安
養
寺
地
区
を
開

設
し
、
翌
年
の
合
併
以
来
、
当

間
、
吉
田
、
馬
水
、
下
条
、
赤

倉
地
区
等
に
設
置
し
、
現
在
は

二
十
地
区
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
東
下
組
地
区
に

新
設
さ
れ
ま
す
。

緯雑
　と

殖攣

　
水
道
事
業
の
経
営
は
、
　
「
経

営
に
必
要
な
経
費
は
、
水
を
供

給
し
て
得
た
収
入
で
ま
か
な
う

こ
と
」
が
原
則
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
”
独
立
採
算
制
”
と
い

い
ま
す
。

　
必
要
な
経
費
に
は
、
施
設
の

建
設
や
拡
張
工
事
の
費
用
な
ど

（
資
本
費
）
と
、
そ
れ
を
職
員

が
管
理
や
運
転
を
す
る
た
め
の

費
用
な
ど
（
維
持
費
）
が
あ
り

ま
す
。
な
か
で
も
、
多
額
の
費

用
を
必
要
と
す
る
施
設
の
建
設

改
良
費
用
は
、
ほ
と
ん
ど
が
借

入
金
で
あ
り
、
毎
年
、
そ
の
利

息
と
と
も
に
返
済
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

工事は而指定工事店へ（61，4朋在）

工事店名 住　所 電話番号

十日町水道工業㈱ 本町7－1 57－8211

魚沼水道㈱ 高田町3西 57－2389

平和水管㈱ 高山2 57－4078

北越上下水道㈱ 桜木町 52－4293

㈱　季直　木　組
十日町営業所

千歳町3 57－2201

㈱　美　佐　伝 四日町新田3 57－9191

㈱宮元屋商店 土市3 58－2035

㈱村熊商店 駅通り 52－3597

㈱羽生田鉄工所
十日町営業所

田中町東 57－8511

孫六商店㈱
十日町轡業所 駅通り 57－2215

㈲三隆設備工業 四日町1 57－4454

㈲遠田設備 本町7－1 57－9441

小川電機商会 本町4 52－2643

村　山　配　管 高山4 57－3581

㈱山田屋商店 山本町5 52－3105

樋　口　水　道 上川町 57－5003

鞍嗣

お願いと
お知らせ

　帆
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

㎜㎜
必
ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ

㎜
さ
い
．

帆
　
▼
家
を
新
築
し
た
と
き
。

㎜
　
▼
引
越
し
を
す
る
と
き
。

㎜
　
▼
長
い
間
、
水
道
を
使
用
し

㎜
な
い
と
き
・

柵
▼
家
を
取
り
こ
わ
し
て
・
水

帆㎜
導
廃
止
す
る
と
き
．

㎜
　
▼
水
道
の
所
有
者
、
使
用
者

湘
　
が
変
わ
る
と
き
。

㎜㎜
漏
水
を
見
つ
け
た
ら

㎜
　
道
路
に
埋
め
て
あ
る
水
道
管

㎜
は
重
量
轟
の
通
行
や
地
盤

柵帆
沈
下
な
ど
に
よ
り
漏
水
す
る
こ

礎
が
あ
り
ま
す
．
大
切
な
水
を

宏
ダ
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

㎜
大
き
な
事
故
を
起
こ
す
原
因
に

㎜
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

幌
　
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
水
道

㎜
局
ま
で
お
智
せ
く
だ
さ
い
・

㎜㎜
検
針
に
協
力
を

鵜帆
　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
正
確
に

一
、
薯
9
、
薯
9
、
、
薯
9
、
萎
9
、
醤
．
、
薯
9
、
言
、
霧
〕
．
．
．
華
9
、
菱
6
．
、
嫌

　
　
能
率
よ
く
検
針
が
で
き
る
よ
う
柵

筥
言
、
置
、
言
、
蓄
、
置
、
諾
多
o
蓄
、
茜
、
髪
〕
き
o
諺
、
置
、
蓄
き
〕
多
o
薔
、
髪
〕
き
o
紅

に
お
願
い
し
ま
す
・
　
幌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
鴨

　
に
物
を
置
か
な
い
。
　
　
　
槻

　
▼
家
の
増
．
改
築
な
ど
で
水
槻

　
道
メ
ー
タ
ー
が
床
下
や
屋
内
鵜

　
に
な
る
と
き
は
、
屋
外
の
見
㎜

　
や
す
い
場
所
に
移
す
。
　
　
㎜

▼
イ
タ
素
ッ
ク
ス
の
中
㎜

は
・
い
つ
も
き
れ
い
に
す
る
・
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜

▼
犬
は
放
し
飼
い
に
し
な
い
㎜

　
で
、
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
鵜

　
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
ぐ
。
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ロ
座
振
替
が
便
利
　
　
㎜

水
道
料
金
の
請
求
は
二
ヵ
月
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

に
面
で
す
．
支
払
い
方
法
は
柵

①
。
座
振
替
②
直
接
納
付
③
藩

金
が
あ
り
ま
す
が
、
口
座
振
替
鵜

が
便
利
で
す
．
　
　
　
　
帆

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
㎜

金
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
と
通
鵜

帳
最
近
の
水
道
料
金
の
領
収
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幌

書
を
金
融
機
関
へ
お
持
ち
に
謡

れ
ば
す
ぐ
に
で
き
ま
す
．
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜

問
い
合
わ
せ
は
　
　
㎜

　
▼
通
常
の
時
問
内
　
　
　
　
鵜

　
水
道
局
　
　
（
奮
五
七
－
三
篇

　
二
㊥
二
四
？
二
四
三
）
幌

▼
業
務
時
間
外
と
　
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆

　
　
　
　
日
曜
日
．
祝
日
　
槻

浄
配
水
場
　
　
　
　
㎜

　
　
　
（
留
五
二
－
二
九
五
九
）
幌

2
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、
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

馬
、
を
一
丁
達
し
た
第
－
0
回
老
の
ま
つ
暑

　
十
・
十
一
日
の
両
日
に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ

も
回
＊
き
も
の
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
．
癬
叢

ま
し
た
。

　
黒
姫
神
社
祈
願
祭
＼
大
民
踊
流
し
＼
染
色
体

験
広
場
＼
き
も
の
の
つ
ど
い
＼
歩
行
者
天
国
な

ど
。
さ
ら
に
は
初
め
て
の
“
き
も
の
販
売
会
”

四
銘
柄
が
出
店
し
た
“
そ
ば
グ
ル
メ
”
と
￥
二
日

♂
間
の
ベ
ニ
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

〃
　
で
も
＼
皆
さ
ん
の
参
加
が
．
△
Z
歩
、

　
“
　
そ
ん
な
感
じ
も
う
け
ま
し
た
。
　
　
、
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壌
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雛

　
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
左
表
の
日
程
に
よ

り
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
音
心
く
だ
さ
い
。

◎
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
・
健

　
康
保
険
証
・
年
金
加
入
証
明

　
（
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
）

現況届提出日程表

簗
…
雛
…
鐵
…
、
獺

　
　
山
ハ
月
期
支
給
の

　
　
　
　
お
知
・
り
せ

　
二
月
分
～
五
月
分
の
児
童
手

当
が
、
六
月
十
日
に
皆
さ
ん
の

指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。
支
給
額
は
、
三
人
目

以
降
の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額

五
千
円
（
市
民
税
所
得
割
非
課

税
の
受
給
者
は
月
額
七
千
円
）

で
す
。

月　日 時　　　闘 場　　　所 参集地疑

6月3臼
（鱒

　『
午前9時～11時30分 就業改善センター 吉　田　地　区

午後1時～4時 水沢地区公民館 水　沢　地　区

6月4田
（水）

午前9時～11時30分 下条地区公民館 下　条　地　区

午後1時～4時 中条地区公民館
中条地区（新座、
大井田地区除く）

6月5翔
（木1

午前9時～午後3．時 市　　役　　所

十日町地区、川治
地区、六箇地区、

新座地区、大井田
地区

※当日どうしても都合のつかない人は代理人（家庭事情のわかる人）でも

結構です。ただし本人の印鑑を持参してください。

　
　
　
　
　
　
◎
軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
（
原
付
バ
イ
ク
・

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
ホ
　

　
　
　
　
　
　
　
お
亡
心
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
納
め
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
い
。
納
付
が
遅

　
　
　
　
　
　
れ
る
と
車
検
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　

幽舞
が
で
ま
す
・

　
　
　
　
　
　
◎
廃
車
や
名
儀

　
　
　
　
　
　
変
更
し
た
場
合

は
、
届
け
出
く
だ
さ
い
。
申
告

手
続
き
が
あ
り
ま
せ
ん
と
い
つ

ま
で
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎
農
耕
作
業
用
車
（
耕
運
機
・

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
）
に
も
標
識
が
必
要
で
す
。

　
た
と
え
、
道
路
上
を
走
行
し

な
く
て
も
標
識
を
取
り
付
け
て

く
だ
さ
い
。
　
（
た
だ
し
、
乗
用

装
置
の
な
い
も
の
は
除
く
）

　
な
お
、
市
で
取
り
扱
っ
て
い

る
農
耕
作
業
用
車
は
排
気
量
が

一
五
〇
㏄
ま
で
の
も
の
で
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。　

申
告
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
管
理
収
納
係

　
　
智
五
七
－
三
一
二

　
　
　
　
⑧
二
四
・
二
五

身
障
者
の
自
動
車
税
等
の

減
免
範
囲
が
広
く
な
り
ま
し
た

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
自
動
車
物
品
税
、
自
動
車
取

得
税
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
対
象
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
減
免
さ
れ
る
人
は
、

つ
ぎ
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
所

持
者
で
す
。

　
ぽ
て
り
こ
り
り

①
膀
胱
・
直
腸
機
能
障
害
一
．

　
三
級
。

②
両
上
肢
機
能
障
害
マ
ニ
級
。

③
移
動
機
能
障
害
一
～
六
級
。

※
「
移
動
機
能
障
害
一
～
三
級

　
　
　
　
　
ひ

の
両
下
肢
麻
痺
者
」
・
お
よ
ぴ

「
膀
胱
・
直
腸
機
能
障
害
」
と

「
両
上
肢
機
能
障
害
」
の
人
で
、

生
計
同
一
者
が
運
転
者
の
場
合

は
、
使
用
目
的
の
証
明
書
の
ほ

か
に
、
社
会
福
祉
事
務
所
長
の

証
明
が
必
要
で
す
。

　
問
い
△
目
わ
せ

　
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係

　
　
智
五
七
ー
三
二
一

　
　
　
　
　
　
　
㊥
二
壬
二

山
の
た
よ
り

　
　
林
間
わ
さ
び
の
栽
培
に
取
り
組
む

　
　
　
囹
鍬
柄
沢
生
産
森
林
組
合

　
鍬
柄
沢
生
産
森
林
組
合
（
部

落
全
世
帯
十
七
戸
が
組
合
員
）

で
は
、
ブ
ナ
天
然
林
の
山
を
利

用
し
て
”
林
間
ワ
サ
ビ
”
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
鍬
柄
沢
の
家
庭

が
、
長
野
か
ら
入
っ
て
き
た
水

ワ
サ
ビ
を
自
家
用
に
栽
培
し
て

い
た
と
い
う
土
地
柄
と
、
生
産

森
林
組
合
の
安
定
経
営
を
目
指

す
短
期
収
入
源
の
確
保
と
が
結

び
つ
い
て
、
昭
和
五
十
九
年
度

か
ら
新
林
業
構
造
改
善
事
業
の

一
貰
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
ワ
サ
ビ
は
、
根
は
薬
味
に
、

茎
・
と
う
は
食
用
に
と
ム
ダ
な

く
利
用
で
き
る
う
え
、
地
味
が

合
え
ば
栽
培
に
そ
れ
ほ
ど
手
間

も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
地
元
産
の
苗
を
一
〇
誓
当
り

五
千
本
の
割
で
移
植
し
て
二
年
。
．

現
在
の
栽
培
地
面
積
は
四
〇
岬
，
、

こ
れ
を
五
年
後
に
二
診
に
す
る

の
が
目
標
で
す
。
植
栽
と
年
二

回
の
施
肥
は
組
合
員
が
行
い
、

昨
年
か
ら
は
種
子
か
ら
の
苗
起

こ
し
も
始
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
年
目
を
迎
え
た
今
春
、
と

　

う
を
市
場
に
待
望
の
初
出
荷
。

し
か
し
、
量
は
ま
だ
ほ
ん
の
わ

ず
か
で
す
。
地
元
で
は
、
来
年

に
予
定
す
る
加
工
用
の
本
格
的

な
出
荷
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
長
の
桑
原
忍
さ
ん
（
写

真
中
央
）
は
、
　
「
先
般
、
長
野

県
の
信
州
新
町
な
ど
の
先
進
地

　
　
を
視
察
し
て
、
出
荷
の
方

　
　
法
や
加
工
の
技
術
を
勉
強

　
　
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
短
期
換
金
の
特
用
林
産

　
　
物
と
し
て
、
三
年
周
期
で

　
　
体
系
化
し
、
ワ
サ
ビ
漬
け

　
　
用
と
し
て
出
荷
し
て
い
き

　
　
た
い
。
山
菜
採
り
な
ど
で

　
　
栽
培
地
を
荒
ら
さ
な
い
で

　
　
く
だ
さ
い
」
と
、
話
し
て
い

　
　
ま
し
た
。
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合
か
ら
お
願
い

　
　
　
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
　
（
自
動

　
　
　
着
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
《
電
気
カ
ミ
ソ
リ
・
オ
ル
ゴ
ー

　
　
　
ル
・
そ
の
他
乾
電
池
使
用
品
》

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
不
用
品
も
す
べ
て

齪
　
　
乾
電
池
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
・

　
　
　
　
《
工
場
か
ら
出
る
産
業
廃
棄
物

　
最
近
、
埋
立
処
分
地
に
大
変

危
険
な
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
、

困
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
た

め
の
埋
立
地
で
す
。
つ
ぎ
の
不

用
品
を
出
す
場
合
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

《
石
油
ス
ト
ー
ブ
》

・
石
油
を
残
さ
な
い
・
乾
電
池

の
中
で
異
状
な
ガ
ス
が
発
生
す

る
液
体
》

　
た
と
え
ば
、
酢
酸
、
染
料
等

は
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
埋
立
地

に
運
搬
さ
れ
て
も
現
場
で
お
断

わ
り
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

金
婚
式
の
ご
夫
婦
は

　
　
お
申
し
出
く
だ
さ

　
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
夫
婦

に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
の
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
該
当
者
は
、
昭
和

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
結

婚
さ
れ
た
人
で
す
。
戸
籍
の
届

出
年
月
日
で
な
く
、
実
際
に
結

婚
さ
れ
た
年
月
日
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
ま
で

の
該
当
者
で
、
今
ま
で
に
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

品
を
受
け
て
い
な
い
人
も
該
当

と
な
り
ま
す
。

　
該
当
夫
婦
は
、
お
ふ
た
り
の

氏
名
、
結
婚
年
月
日
を
六
月
十

日
ま
で
に
市
政
事
務
嘱
託
員
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式
に

つ
い
て
は
、
本
人
あ
て
に
後
日

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　
　
智
五
七
－
三
二
一

　
　
　
　
　
　
　
⑧
一
三
四

●　工業統計調査　　●
　　　　　ポスター募集

　通商産業省では毎年実施している工業

統計調査の広報ポスターを募集していま

す。作品は事業所が調査に対する理解を

深め、協力が得られる内容で未発表のも

のに限ります。

〉規格（ア）縦59cm横42cm（縦長に使用）

　　　（イ）4色以内（白色は数に含めない）

　　　（ウ）使用文字「通商産業省・工業統

　　　　計調査・昭和61年12月31日」

　　　（エ）ポスターの裏面に住所、氏名、

　　　　職業（学校名、学年）を明記

〉応募期問　6月30日（消印有効）

〉応募先　〒951新潟市新光町4番地1

●　　　　新潟県企画調整部統計課　　●

　
つ
ぎ
の
方
々
が
　
県
よ
り
相

談
員
を
委
託
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
個
人
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
相
談
員

　
藤
ノ
木
光
雄
（
高
田
町
三
東
）

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

身
障
者
＊
精
薄
者
相
談
員
で
す

　
　
　
　
、
　
　
　
、

青
少
年
育
成

　
斉
木
和
也
（
北
鐙
坂
二
）

　
田
川
健
次
郎
（
田
川
町
一
）

尾
身
定
伸
（
本
町
六
ノ
ニ
）

大
島
富
子
（
川
治
下
町
一
）

◆
精
神
薄
弱
者
相
談
員

小
島
一
郎
（
平
）

　
関
口
美
枝
（
昭
和
町
一
）

十
日
町
市
民
会
議
総
会

囹
日
時

囹
会
場

囹
講
師

囹
演
題

六
月
十
日
㈹
午
後
六
時
三
十
分
～
九
時

市
民
会
館
ホ
ー
ル

＊
記
念
講
演
＊

山
岡
洋
一
氏
（
新
潟
少
年
鑑
別
所
長
）

「
非
行
と
家
庭
教
育
」

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ど
う
ぞ

器
売
〃
弱

火
麟
＼
欝

　
　
　
　
　
ぐ

消
訪
二

　
最
近
、
消
火
器
の
販
売
、
薬

剤
の
詰
替
え
、
点
検
等
で
セ
ー

ル
ス
マ
ン
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

⑭
消
防
機
関
の
職
員
、
団
体
は

消
火
器
の
販
売
お
よ
び
点
検
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

⑭
二
般
家
庭
で
は
、
消
火
器
の

設
置
、
詰
替
え
点
検
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑭
消
防
機
関
で
は
、
販
売
業
者

の
許
可
、
認
可
、
認
定
等
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

⑭
消
火
器
の
容
器
は
古
く
て
も

異
常
が
な
け
れ
ば
薬
剤
を
詰
替

え
る
だ
け
で
も
使
え
ま
す
。

⑲
消
火
器
の
「
購
入
・
点
検
・

詰
替
え
」
は
、
信
用
あ
る
業
者

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

※
消
火
器
訪
問
販
売
に
疑
問
や

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

消
防
本
部
（
盈
五
七
－
一
五
五

五
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
で
＊
す

　
六
月
一
日
は
、
民
間
人
に
よ

る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生

し
た
日
で
す
。

　
市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら

つ
ぎ
の
四
名
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
武
田
文
雄
（
土
市
一
）

◎
小
林
賢
秀
（
川
原
町
）

◎
竹
内
　
茂
（
川
治
内
後
）

◎
中
林
秀
一
郎
（
中
町
）

勢
勢
勢
勢
勢
勢
争
争
魯
争
争
勢
禽
魯
魯
糸
魯
寺
糸
－

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
一
年
四

卜
成
旦
一
百
付
で
・
つ
ぎ

ル
達
の
四
事
業
所
が
シ
ー

べ
％
－
ベ
ル
ー
着
里
・

卜
（
》
○
％
達
成
事
業
所
と

一
〇
し
て
県
交
通
安
寿

　
　
　
　
策
連
絡
協
議
会
（
会

シ
ー
長
●
県
知
事
）
か
ら

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
町
交
通
㈱

明
石
交
通
㈱

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

東
北
電
工
㈱
十
日
町
営
業
所認定書を受ける事業所
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た騨ぐスポー帽一ナー

総合体育館（体育課）盈52－4377西本町1

市民体育館　　費57－52〔B学校町1

㊥おもなスポーツ行事予定

期日 行　事　名 会　場

1（日）

県民スポーツの日記念

卓球大会
市民体育館 卓球協会

第3回アカシアレディス

軟式庭球大会
信濃川
運動公園

軟式庭球
連　　盟

郡市中学6人制
バレーボール大会

総合体育館
バレーボール

協　　会

2（月） 第13回市長杯
ナイター野球大会開始

城ケ丘
グラウンド

野球連盟

2・3
（月）（火）

硬式テニス
ナイター講習会

城ケ丘
コー　ト

テニス協会

7・8
（土）（日）

高校親善招待野球
（帝京高校）

笹山野球場 野球連盟

8（日） 第6回上越地区
混合ダブルステニス大会

信濃川
運動公園

テニス協会

15（日）

地区体協
親善バレーボール大会

総合体育館 地区体協

第29回高松宮賜杯
中越地区野球大会

信濃川
運動公園

野球連盟

第41回
国体十日町予選会開始

信濃川運動

公園ほか
〃

18～20
㈱～働

婦人9人制
バレーボール春季大会

市民体育館
バレーボール

協　　会

22（日）

第7回婦人ダブルス
バドミントン大会

〃
バドミントン

協　　会

県下小中学生
相撲選手権大会 武道館 相撲連盟

23（月〉 第12回市長杯争奪
早朝野球大会開始

信濃川運動

公園ほか 野球連盟

24・25
（火）㈱

郡市中学校
球技・格技・体操・水泳大会

市内各会場 中体連

29（日）

隣接市町村
バドミントン大会

総合体育館
バドミントン

協　　会
第5回庭野スポーツ杯
二市三郡バスケットボール大会 未　　定

バスヶットボール

協　　会

市民ハイキング 岩菅山 山岳協会

未定

第8回若獅子旗
小学校野球大会

信濃川
運動公園

野球連盟

新潟日報杯
中学生野球大会

〃 〃

第12回
ゲートボール大会

西　　小
グラウンド

市G連・
教　　委

標準記録突破記録会 未　　定
陸上競技
協　　会

㊧◎㊧㊧
　　　　十日町あすなろ会

　夏は登山やハイキング、冬はスキ

ーを中心に活動しています。

　皆さん、山の思い出を残してみま

せんか。初心者、大歓迎です。

▲例会毎月第2火・第4金曜日

　　　　　午後8時から

▲ところ市民会館
▲連絡先　徳永　唯重　智57－3394

＿⊥』⊥L

60年・春選抜優勝校 帝京高校㊥㊥㊥㊥
　　6月7・8日　笹山野球場
⑭　7日（±）12：00　対　十日町高校

　　　　　15：00　対　十日町実業

⑳　8日（日）　9：00　対　十日町実業

　　　　　12：30　対　十日町高校

⑭入場料　一般：400円　　高校生：100円

鞭

中学生以下：無料

市内スポーツ店で販売しています

⑭⑭⑭第12回⑭市長杯争奪⑭早朝野球大会

期日6月23日（月）～7月中

　　　　　　開会式　・23日　午前5時　・信濃川運動公園A球場

会　　場信濃川運動公園、城ヶ丘グラウンド

参加資格　中・高校生を除く市民

　　　　　※40歳以上2人、48歳以上1人が常時出場のこと。

申し込み　6月14日仕）までに、市民体育館へ。

抽選会6月16日（月）午後7時～市民体育館

“ノ
．
、

一
ζ

　
“

日時6月2・3日（月・火）

　　　　夜7～10時　※雨天中止

会場城ヶ丘コート
講習料　両日とも、1日500円

　　　　（当日納入してください）

問い合わせ

　　　村山　和夫　智52－2431

　　　湯沢　一夫　智52－2186

ρ健康ウォーク大会

　健康づくり。家族、友だち、グル

ープで参加してみませんか。

期　　日　6月15日（日）※雨天決行

時　間　受付：午前6時～7時30分

　　　　出発：午前8時

所
格
費

場
資
口

合
加
力

集
参
参

コース

申し込み

来迎寺
ちびっ子からお年寄り

大人：500円

中学生以下：300円

来迎寺～大池～津池
～来迎寺（約15km）

6月13日㈹までに、市民

体育館または高橋功（智57－2759）

へo

　6月28日（±）は

　「体力テストの日」です

時問午後5時～8時
会　場　総合体育館

　※データ用紙代50円が必要です。

　　　　　　　ダブルス

ρ家庭婦人バドミントン大会

日　時6月22日（日）

会　　場　市民体育館

参加資格　既婚の女性

参加料1組800円
申し込み

　6月14日（土）までに、市民体育館へ。

鮎・噌・載

　教えます……

　⇒トレーニングマシンの使用方法

　■〉トレーニングの処方

日時　6月5日（木）～

　（毎週木曜日・午後7時30分～

　9時30分、10回連続）

会　場　総合体育館

　卓球、バドミントン、軟式庭球、

バレーボール、レクダンスなど

期間　6～7月　夜7：30～9：30
対　象　10人以上の団体

申込先　総合体育館

　※詳細は、市報％号をご覧くださ

い○

笹山野球場は、芝の補修

工事のために、9月5日
ごろまで使用できません。

6
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ゆずります＊ゆずってください

◆5月15日までの受付分
（希望者は、商工観光課内消費者協会㊥230へ〉

◎ゆずります

品　　　名 規　格 希望価格

学　　習 机 本　棚　付 10，000円

ダブルベツ ド 3年経過 20，000円

洗　　面 ム
ロ 5，000円

食　　器 棚 3，000円

自転車（女子） 1年経過 相談で
スキー一式（男子） くつ26cm 相談で
スキー靴（男子） 25　cm 5，000円

自転車（男子） 六段変速
5年生位まで

30，000円

水 槽 長さ1m30cm
高さ　　50cm 30，000円

シングルベッド 5，000円

自動販売機 缶ジュース 相談で
自動車（62年11月車検） ホンダシビック（51年型） 相談で
自動車（61年9月車検） ニッサンパルサー

（55年型）1，200cc
100，000円

◎ゆずってください

品　　　名 規　格 希望価格

サ　ウ　ナ風呂 1　人　用 相談で

婦人用自転車 相談で
二段ベ　ツ　ド 相談で
自転車（女子） 9歳位まで 5，000円

ベ　ビ　ー　カ　ー
2ヶ月位から
使用できるもの 相談で

危険物取扱者試験の

準備講習会を開催

県では、61年7月～62年3月にか

けて危険物取扱者試験を実施します

が、県危険物安全協会では、つぎの

ように受験準備会を開催します。

◎期日6月9・10日　◎会場クロス10

◎申込期間6月2日まで。◎問い合

わせ先消防本部（盈57－1555）へ。

入居者を募集します㊨⑳㊧⑯㊧㊥㊨

　　市では、7月に完成する谷内丑市営住宅B棟（鉄筋コンクリート造

　3階・1棟18戸建）の入居者を募集します。

囹規　　格　3D　K（6畳2室、5畳、台所兼食堂）

囹募集戸数10戸　　　　　　　　　　　〈案　内　図〉
囹家　賃25，000（予定）

囹入居日　昭和61年8月1日
囹入居資格

つぎの条件をすべて満たす人です。

①市内に住所、または勤務先のある人。

②現に同居している親族、または同居

予定の親族のいる人。

③市税を滞納していない人。

④住宅に困っている人。

⑤入居の申込時の収入が、基準に適合している人。

囹入居希望者は　　6月14日（土）までに、建設課建築住宅係（㊥262）へ申

　　　　　　し込みください。

④奥⇔磯
　◇…一部区域

6月11日㈱　午後1時～4時30分

◇本町6－1、上川町、田川町1

　新座1の各一部

6月17日（幻　午後1時～4時30分

◇寿町1・2・3・4の各一部

16ミリ映写機認定講習会

◆日時6月17～19日の3日間
◆場所十日町市公民館
◆申込先　6月7日（土）までに、視聴

覚ライブラリー（智57－0493）へ。

谷嚇営
　　醜

南醐 u ↑
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ぐ一士市駅

　　　川途溜池
　　　　脇

口＋臼麟購 1
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1
□轄

息磐　　　　　㊧蓮l　lマ。　　　　　　谷‘トモ！’⇒↓
や

馳膨暢一甑欝
「妻有の味」奮57－0200
％～％　山菜いなr）

％～％　山竹の子味噌煮

％～％　紫蘇漬け

「妻有の歴史」　盈57－1000

6月　十日町大火

　
　
　
？
　
　
品

　
　
　
何
　
入

す
　
　

は
　
輪

で
　
　
色
　
か

レ
　
　
　
い
り
た

切
・
。
源
郭
糺

イ
0
選
・
談
り

倣
駕
論
億

哩智

類
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
馬

日
　
　
　
　
　
市
崎
群

＋
　
　
　
肚
野
．

★
昨
年
、
八
月
に
五
百
人
の
犠

牲
者
を
出
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜

落
地
、
群
馬
県
上
野
村
か
ら
十

霞
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、
市

土
甫
二
の
野
崎
逸
子
さ
ん
（
二

十
六
歳
）
で
す
。
夫
の
克
已
さ

ん
（
郵
便
局
勤
務
〉
と
は
、
東

京
の
職
場
で
知
り
合
い
、
交
際

を
続
け
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
カ

ッ
プ
ル
で
す
。

★
逸
子
さ
ん
が
育
っ
た
と
こ
ろ

は
、
観
光
開
発
に
力
を
注
ぎ
、

木
王
製
品
の
産
業
が
盛
ん
な
と

こ
ろ
で
あ
り
、
十
日
町
と
似
た

季
節
感
の
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。
と
く
に

岩
ツ
ツ
ジ
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
渓
流

つ
り
も
出
来
る
行
楽
地
と
か
。

★
十
殿
町
の
印
象
に
つ
い
て
は

鷺
雪
は
そ
ん
な
に
驚
き
ま
せ
ん

が
、
水
と
お
米
が
お
い
し
い
と

思
繍
ま
し
た
。
観
光
気
分
で
、

粕
隣
皿
に
は
来
ま
し
た
が
、
十
研

町
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

　
野
崎
さ
ん
家
族
で
は
、
早
く

こ
の
地
域
に
慣
れ
て
ほ
し
い
の

と
言
葉
が
よ
く
わ
か
ら
ず
に
苦

労
し
て
い
る
逸
子
さ
ん
を
温
か

い
心
づ
か
い
で
迎
え
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
ま
も
な
く
出
産
す

る
た
め
、
そ
の
準
備
に
追
わ
れ

て
い
る
逸
子
さ
ん
は
、
故
郷
を

離
れ
新
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
…
大
い
に
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

なりました

～群馬県上野村から～　〔69〕

たとヤすなとは持★とう
oそiLかこrつスい少

し
地
域
観
光
を
P
R
す
る

い
と
思
い
ま
す
ね
」

キ
ー
と
テ
ニ
ス
の
趣
昧
を

二
人
で
す
が
…
逸
子
さ
ん

一
見
、
取
っ
付
き
が
悪
い

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か

の
や
さ
し
さ
の
あ
る
人
で

と
夫
の
克
已
さ
ん
は
、
「
チ

ミ
ン
グ
な
笑
顔
が
…
…
」

れ
ぞ
れ
話
し
て
く
れ
ま
し

7とおガ夢3δぢ飼7らぜ崩『昭和61年5月25日



　
　
　
　
灘
灘
灘
灘
翻
野

オ
蝋

懸
騰

懸霧

襯

驚
職

　
　
　
　
灘
課
齢

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国

保
加
入
の
四
十
・
四
十
五
・
五

十
歳
の
人
を
対
象
に
コ
日
人

間
ド
ッ
ク
」
を
行
い
、
そ
の
費
用

の
七
割
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、

心
疾
患
、
肝
炎
と
い
っ
た
恐
ろ

し
い
成
人
病
に
つ
な
が
る
異
状

を
早
期
に
発
見
し
、
総
合
的
に

診
断
す
る
の
が
人
間
ド
ッ
ク
で

す
。
忘
れ
が
ち
な
健
康
を
思
い

お
こ
し
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
人
間
ド
ッ
ク
を
利
用
さ

れ
る
人
は
、
住
民
検
診
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
囹
対
象
者

　
①
国
保
加
入
者
で
、
つ
ぎ
の

年
齢
の
人
。

　
・
満
4
0
歳
…
…
昭
和
2
1
・
4
・

●
瓢
』
●
転
姓
醤

　
2
～
1
7
・
4
・
1
生
ま
れ

・
満
50
歳
…
…
昭
和
n
・
4
・

　
2
～
1
2
・
4
・
1
生
ま
れ

②
国
保
に
加
入
後
、
一
年
以

上
経
過
し
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
な
い
人
。

　
囹
申
請
期
間

　
五
月
二
十
日
～
三
十
日
ま
で

　
囹
実
施
予
定
時
期

　
六
・
七
・
八
月
の
間

　
囹
実
施
医
療
機
関

　
①
新
潟
県
健
康
管
理
協
会

　
　
　
　
（
新
潟
市
）

　
②
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協

　
会
小
出
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
小
出
町
）

　
囹
検
診
費
用
…
…
（
　
）
の
金

額
が
自
己
負
担
額
で
す
。

　
①
健
康
管
理
協
会

　
男
性
…
…
二
万
六
千
円

　
　
　
　
　
（
七
千
八
百
円
）

嵩
額
療
養
費
自
己
負
担
が

　
　
　
　
　
　
5
万
4
、
0
0
0
円
に
な
り
ま
し
た

　
今
年
五
月
か
ら
、
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
の
限
度
額
が
、

五
万
千
円
か
ら
五
万
四
千
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

限
度
額
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の

三
万
円
で
す
。

　
1
人
の
と
き
は

　
一
人
の
人
が
、
一
ヵ
月
（
暦

の
う
え
で
、
月
の
一
日
か
ら
末

日
ま
で
）
の
間
に
、
一
つ
の
病

院
・
診
療
所
に
五
万
四
千
円
㈱

以
上
の
医
療
費
を
自
己
負
担
し

て
支
払
っ
た
場
合
は
…
…
五
万

四
千
円
を
超
え
た
額
が
、
あ
と

か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
㈱
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、

三
万
円
で
す
。

　
月
に
、
2
回
あ
る
と

　
一
つ
の
世
帯
で
、
一
ヵ
月
に

三
万
円
㈱
以
上
の
医
療
費
の
支

払
い
が
二
回
以
上
あ
る
場
合
は

…
…
合
算
し
て
五
万
四
千
円
㈱

を
超
え
た
金
額
が
、
あ
と
か
ら

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
※
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、

㈱
二
万
千
円
、
㈱
三
万
円
で
す
。

　
年
に
、
4
回
あ
る
と

　
一
つ
の
世
帯
で
、
高
額
療
養

　
女
性
…
…
二
万
八
千
円

　
　
　
　
　
（
八
千
四
百
円
）

②
労
働
衛
生
医
学
協
会

　
男
・
女
性
…
…
二
万
九
千
円

　
　
　
　
　
　
（
八
千
七
百
円
）

　
囹
申
込
先

　
保
健
衛
生
課
国
保
係
（
盈
五

七
－
三
一
一
一
㊥
五
〇
四
）

　
※
希
望
者
に
は
、
申
請
用
紙

を
お
届
け
し
ま
す
。

費
の
医
療
費
を
一
年
間
に
四
回

以
上
支
払
っ
た
場
合
は
…
…
四

回
目
か
ら
、
三
万
円
㈱
を
差
し

引
い
た
金
額
が
、
あ
と
か
ら
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
㈱
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、

二
万
千
円
で
す
。

　
人
工
透
析
の
と
き
は

　
高
額
な
治
療
を
長
期
間
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気
（
血

友
病
、
人
工
透
析
が
必
要
な
慢

性
じ
ん
不
全
）
の
場
合
は
…
…

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
を
病

院
等
の
窓
口
に
提
出
す
る
と
、

一
ヵ
月
に
一
万
円
以
内
の
支
払

い
で
す
み
ま
す
。

6月分⑳⑳㊧）健康診査日程献血車日程＊むし歯のないよい歯の子＊
　5月の3歳児健診を受けた子42人

事業名 期　日 受付時間 対象児

3歳児健診
（3歳6ヵ月児
が対象です）

6月10日（幻
午後1時

　～2時

57年12月
生れの幼児

1歳6ヵ月児

健　　　診
6月18日㈱

午後1時

　～2時

59年12月
生れの幼児

4ヵ月児健診

　ならびに

育児学級
6月25日㈱

午後1時

～1時30分

61年2月
生れの乳児

10ヵ月児
身体測定

6月27日團
午前9時30分

　～11時

60年8月
生れの乳児
（該当外でも希
望する乳児）

会場は保健センターです

1歳6ヵ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診があ

りますから歯をきれいにみがいて来てください。

※4月から、10ヵ月児身体測定は、午前中になり

　ました。

社
草
場
館

会
　
工
　
　
　
　
を

黙
灘
藻

＋
㈱
島
水
午
午
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
し

㈲
㈲
困
㈹
間
　
と

犯
四
田
田
時
　
日

月
1
2
2
付
　
明
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受

　十6月の休日救急医

1日（日）第二藤巻医院（川西町）智68－2018

　　　上村病院（中里村）智63－2111

8日（日）山ロ医院（袋町中）智52－2174

　　　津南病院（津南町〉智65－3161

15日（日）池田医院（本町西1）智52－2581

22日（日）至誠堂医院（西浦町東）盈52－3276

29日（日）中条病院（北　原）智57－3018

氏　　名 住　　所 保護者名

阿部　欝』 西浦町東 敏　夫

羽鳥　直樹 田川町2 健　一

伊藤ゆうほ 田川町3 英　明

鈴木　博之 新　座　1 雅　夫

大津書吏 新　座　3 幸　一

佐藤　敬子 四日町新田3 一

久保田真司 四日町新田4
火火

宋　子

　ゆ　　き　よ小西優季予 南新田3 健　二

池田　広美 尾　　　崎 忠

柳沢　長幸 上　　　町 修

萩原佳世子 妻有町西2 平　世
’
岡 村　育代 春日町3 和　年

野上並弄疹 高　島　2 輿志雄

大口可奈子 水　沢　1 孝　一
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